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３月30日、庄原市スポーツ大使委嘱式を行いました。
（関係記事：９ページ）



　

●東城ファイターズスポーツ少年団

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ

さくらプランニング

　東城ファイターズスポーツ少年団は、いろいろな方々に支えてもらって
いることに感謝し、14 人の団員で活動しています。日頃から「大きな声
を出し、最後まであきらめず全力プレーのできるチーム」を目指し、広島
県大会での勝利を目標に、東城小学校グラウンドなどで週３回の練習を
頑張っています。野球を通して、いろいろな体験を一緒に楽しみましょう。
男女問わず団員を募集していますので気軽に声を掛けてください。

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

市内の資源の有効活用による地域活性化を考える

問
い
合
わ
せ

い
ち
ば
ん
づ
く
り
課
い
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ん
づ
く
り
係

☎
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２
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問
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合
わ
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農
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興
課
農
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
２

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。

このコーナーでは、
農業のちょっとしたこつを、
市の営農指導員から
お知らせします。

26

経
営
上
の
特
性

　

ケ
イ
ト
ウ
は
仏
花
と
し
て
お
盆
（
８

月
）
や
お
彼
岸
（
９
月
）
に
よ
く
売
れ

ま
す
。
新
し
い
タ
イ
プ
の
品
種
で
は

テ
ー
ブ
ル
に
飾
れ
る
よ
う
な
花
形
の
も

の
も
あ
り
、安
定
し
た
人
気
の
花
で
す
。

　

こ
の
花
は
、
露
地
で
の
栽
培
に
な
り

施
設
が
不
要
な
こ
と
や
、
栽
培
に
高
い

技
術
を
要
し
な
い
こ
と
か
ら
、
入
門
者

向
き
で
す
。

　

た
だ
し
、
価
格
は
バ

ラ
や
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
の
よ
う
に
は
い
か

ず
、
本
数
で
稼
ぐ
花
だ

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

　

茎
が
細
く
、
花
も
コ
ン
パ
ク
ト
な
姿

に
作
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
比
較
的
密

植
の
栽
培
と
し
、
肥
沃
な
土
地
は
避
け

る
と
と
も
に
、
多
量
の
肥
料
は
禁
物
で

す
。作

型
●
お
盆
出
荷

　

４
月
下
旬
播
種
、６
月
上
旬
定
植
で
、

お
盆
頃
の
出
荷
に
し
ま
す
。

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

営
農
指
導
員
　
永な
が
お
く奥

　
　
啓
は
じ
め

●
お
彼
岸
出
荷

　

６
月
上
旬
に
直
播
し
て
、
お
彼
岸
頃

の
出
荷
に
し
ま
す
。

栽
培
の
方
法

●
お
盆
出
荷

①
育
苗　

４
月
下
旬
に
育
苗
箱
に
播
種

し
、
種
子
が
見
え
な
く
な
る
程
度
に
覆

土
し
ま
す
。
こ
の
時
期
は
ま
だ
気
温
が

低
い
の
で
、
夜
間
は
ト
ン
ネ
ル
な
ど
で

保
温
し
ま
す
。

②
定
植　

箱
育
苗
し
た
苗
は
、
本
葉
が

６
枚
く
ら
い
の
時
に
10
セ
ン
チ
間
隔
で

植
え
付
け
ま
す
。

●
お
彼
岸
出
荷

①
育
苗　

６
月
上
旬
に
直
播
し
、
発
芽

そ
ろ
い
の
時
に
株
間
を
10
セ
ン
チ
程
度

に
間
引
き
ま
す
。

●
い
ず
れ
の
作
型
も
、
よ
ほ
ど
の
や
せ

地
ま
た
は
肥
切
れ
で
葉
が
黄
化
す
る
よ

う
な
場
合
以
外
、
肥
料
は
ご
く
少
量
施

用
す
る
か
、
ま
た
は
施
し
ま
せ
ん
。

病
害
虫

①
立
ち
枯
れ
性
病
害

　

無
菌
の
用
土
に
播
種
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

②
害
虫

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ヨ
ト
ウ
ム
シ
に
注
意

し
ま
す
。

吾妻山

比婆山御陵飛越岩

千引岩

伝
承
さ
れ
る
“
イ
ザ
ナ
ミ
伝
説
”

　

 

“
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
”（
以
下
、
イ
ザ

ナ
ミ
）
の
陵
墓
と
さ
れ
る
「
比
婆
山
御
陵
」

（
美
古
登
山
）
を
、神
体
山
（
神
の
座
す
山
）

と
し
て
あ
つ
い
信
仰
の
対
象
と
し
て
き
た

西
城
町
熊
野
地
域
の
人
々
は
、
イ
ザ
ナ
ミ

に
ま
つ
わ
る
伝
説
を
語
り
継
ぎ
、
伝
承
し

て
き
ま
し
た
。

は
か
な
く
も
悲
し
い
夫
婦
神
の
伝
説

　

国
生
み
の
女
神
イ
ザ
ナ
ミ
は
、
日

本
列
島
と
な
る
島
々
や
山
・
海
な
ど

多
く
の
神
々
を
生
み
、
最
後
に
火
の
神

「
火ひ

の
か
ぐ
つ
ち
の
か
み

之
迦
具
土
神
」
を
生
ん
だ
と
き
、
大

や
け
ど
を
負
い
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

亡
く
な
っ
た
妻
・
イ
ザ
ナ
ミ
に
逢
い
た

い
夫
の
“
イ
ザ
ナ
キ
ノ
ミ
コ
ト
”（
以
下
、

イ
ザ
ナ
キ
）
は
、
黄よ

み泉
（
死
）
の
国
ま

で
イ
ザ
ナ
ミ
に
会
い
に
行
き
ま
す
。
し
か

し
、
そ
こ
に
は
ひ
ど
く
変
わ
り
果
て
た
イ

ザ
ナ
ミ
の
姿
が
…
。
驚
い
て
逃
げ
ま
ど
う

イ
ザ
ナ
キ
、
恥
を
か
か
さ
れ
た
と
怒
り
狂

い
な
が
ら
追
う
イ
ザ
ナ
ミ
。
イ
ザ
ナ
ミ
は

黄よ
も
つ
い
く
さ

泉
軍
（
黄
泉
の
国
の
軍
隊
）
を
差
し
向

け
ま
す
が
、
イ
ザ
ナ
キ
は
御
陵
山
頂
の
西

側
に
あ
る
「
飛と

び
こ
い
わ

越
岩
」
を
飛
越
え
て
、
西

麓
の
「
越お

っ
ぱ
ら原
」
で
黄
泉
軍
を
追
い
払
い
ま

お
盆
と
お
彼
岸
に
　
　
　
　
　
　

ケ
イ
ト
ウ
が
よ
く
売
れ
る

　

街
道
沿
線
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

資
源
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
す
る
「
比

婆
い
ざ
な
み
街
道
物
語
」。

　

第
２
話
は
「
イ
ザ
ナ
ミ
伝
説
」
に
つ

い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

物語 第２話

す
。
今
度
は
自
ら
追
っ
て
く
る
イ
ザ
ナ
ミ
。

イ
ザ
ナ
キ
は
、
立た

て

え

ぼ

し

烏
帽
子
山
北
側
の
中
腹

に
あ
る
岩
（「
千ち

び
き
い
わ

引
岩
」）
で
道
を
ふ
さ
ぎ

ま
す
。
二
神
は
そ
の
岩
を
間
に
挟
み
、「
い

と
し
い
夫
よ
。
そ
の
よ
う
な
仕
打
ち
を
な

さ
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
な
た
の
国
の
民
を

１
日
に
千
人
絞
め
殺
し
ま
し
ょ
う
」「
い

と
し
い
妻
よ
。
そ
れ
な
ら
ば
私
は
１
日
に

１
５
０
０
の
産う

ぶ
や屋
（
出
産
の
た
め
の
建
物
）

を
建
て
ま
し
ょ
う
」
と
問
答
し
、
永
遠
の

別
れ
と
な
り
ま
し
た
。

伝
説
の
地
を
巡
っ
て
み
よ
う

　

烏
帽
子
山
の
西
隣
に
あ
る
吾あ

づ
ま
や
ま

妻
山
は
、

イ
ザ
ナ
キ
が
御
陵
に
眠
る
妻
イ
ザ
ナ
ミ

を
し
の
び
、「
あ
あ
、
吾わ

が
妻
よ
」
と
呼

び
か
け
た
山
だ
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　さくらプランニングは、県立広島大学庄原キャンパスの部活動
で、市内の資源を有効活用することで地域活性化が図れないかを考え、
社会人と一緒に会議や試行錯誤を重ねるなど、楽しみながら活動してい
ます。また、イベントを企画したり、地域イベントに参加したりしています。
　昨年は口和モーモー祭に出店し、比婆牛を使った「肉巻きおにぎり」
を販売しました。本年は、下本町商店街で開催される「七夕まつり土曜
夜市」での出店に向け、学生らしい庄原産品を開発中です。秋には「里
山トライアスロン」を開催します。多くの方のご参加をお待ちしています。
○七夕まつり土曜夜市
とき　７月６日㈯　　ところ　下本町商店街
○里山トライアスロン
とき　11 月 23 日（土・祝）　　ところ　板橋さとやま学びの森
問い合わせ
事務局：県立広島大学　庄原キャンパス 内（七塚町 562 番地）
メール　shobara.sakura@gmail.com

もくじ

２　市民のページ
３　こうすりゃ～ええ農
４　平成 30年７月豪雨災害復旧計画
６　令和元年度当初予算
９　スポーツ大使に金藤理絵さん
10　第２期観光振興計画
11　小・中学校一斉学力調査結果
12　ひろおく便り
　　／住民告知端末を設置しましょう
13　非常勤特別職を任命
　　／安心・安全な毎日のために
14　母子保健だより
　　／子育て通信あそびっ子
15　市政トピックス
16　カメラレポート
18　健康広場
19　お知らせ

ご
ショット
な みま

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、行政管理課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父母より：
いつも笑顔をくれてあ
りがとう！

矢や
ぶ
き吹　

菜な
つ
き月

く
ん
（
板
橋
町
）

Ｈ
28
年
11
月
２
日
生
ま
れ

祖父母より：
令和の時代を元気に育

ってください。

今い
ま
お
か岡
愛え

み

り
美
梨
ち
ゃ
ん
（
平
和
町
）

Ｈ
31
年
２
月
17
日
生
ま
れ
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は
じ
め
に

　
西
日
本
の
広
範
な
地
域
に
多
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
。
本
市

で
も
家
屋
や
、
道
路
、
河
川
、
農
地
な
ど
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
一
日
も
早
く
市
民
の
暮
ら
し
の
安
心
・
安

全
を
取
り
戻
す
た
め
、
本
年
度
以
降
に
つ
い

て
も
、
国
・
県
と
の
連
携
を
一
層
深
め
な
が

ら
、
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
と

し
て
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
被
災
の
状
況
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
３
０
０
件
を
超
え
る
家
屋
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
補
助
を
受
け

て
復
旧
す
る
道
路
や
河
川
な
ど
の
公
共
土

木
施
設
災
害
は
４
６
５
件
、
農
地
・
農
業

用
施
設
災
害
は
９
９
４
件
で
、
合
わ
せ
て

１
４
５
９
件
（
表
１
参
照
）
と
い
う
甚
大
な

被
災
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
広
島

市
を
除
く
広
島
県
内
の
市
町
の
中
で
は
東
広

島
市
に
次
い
で
２
番
目
の
多
さ
で
す
（
※
庄

原
市
調
べ
）。

　
財
政
負
担
状
況
に
つ
い
て

　
災
害
復
旧
事
業
に
係
る
事
業
費
の
総
額

は
、
約
１
１
９
億
２
千
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
約
86
億
円
が
国
県
支
出

金
、
約
26
億
円
が
地
方
債
で
、
庄
原
市
の
実

質
上
の
負
担
と
な
る
一
般
財
源
は
、
約
６
％

に
当
た
る
約
７
億
２
千
万
円
と
な
る
見
込
み

で
す
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）。

　
復
旧
工
事
の
進
め
方

　
今
後
の
災
害
復
旧
工
事
の
進
め
方
に
つ
い

て
は
、
被
災
件
数
も
大
変
多
い
こ
と
か
ら
、

①
令
和
２
年
度
ま
で
の
３
カ
年
度
で
の
復
旧

を
目
標
と
し
、
②
優
先
度
を
付
け
て
工
事
発

注
を
行
う
（
表
２
参
照
）
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
特
に
②
の
優
先
度
に
つ
い
て
は
、農
地
・

農
業
用
施
設
災
害
は
、
防
災
上
重
要
な
た
め

池
、
受
益
者
の
多
い
水
路
な
ど
関
係
者
の
多

い
施
設
か
ら
工
事
発
注
を
し
て
い
く
こ
と
を

基
本
と
し
、
公
共
土
木
施
設
災
害
は
、
通
行

止
め
の
道
路
、
周
辺
に
住
居
や
公
共
施
設
が

多
く
隣
接
し
て
い
る
河
川
な
ど
緊
急
性
の
高

い
箇
所
か
ら
工
事
発
注
を
し
て
い
く
こ
と
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
の
復
旧
に
つ
い
て

　
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
は
被
災
件
数
が

大
変
多
い
た
め
、
全
体
の
約
７
割
は
現
地
の

測
量
な
ど
を
省
略
し
た
簡
素
な
手
法
で
国
へ

の
補
助
金
を
申
請
し
て
い
ま
す
。
簡
素
な
手

法
で
申
請
し
た
箇
所
は
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
よ
る
測
量
設
計
を
行
い
、
国
の
承
認

を
受
け
な
い
と
工
事
発
注
が
で
き
な
い
た

め
、
早
期
の
復
旧
が
困
難
な
状
況
で
す
（
表

３
参
照
）。

　
一
方
、
簡
素
で
な
い
通
常
の
手
法
で
申
請

し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
再
度
の
測
量
設
計

や
国
の
承
認
を
受
け
る
必
要
が
無
い
こ
と
か

ら
、
準
備
が
整
い
次
第
順
次
工
事
を
発
注
し

て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
擁
壁
や
水
路
な
ど
の
構
造
物

を
伴
わ
な
い
土
砂
撤
去
の
み
の
箇
所
や
、
国

へ
の
申
請
時
に
仮
設
ポ
ン
プ
な
ど
の
応
急
工

事
が
認
め
ら
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
だ
け
本
年
の
春
の
作
付
け
に
間
に
合
う
よ

う
早
期
発
注
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
の
損
傷
度
合
い
が
比
較
的
少

な
く
、
被
災
し
た
部
分
が
あ
っ
て
も
作
付
け

が
可
能
な
以
下
の
よ
う
な
箇
所
に
つ
い
て

は
、
や
む
を
得
ず
工
事
発
注
が
遅
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
農
林
施
設
整
備
補
助
金
に
つ
い
て

　
農
林
施
設
整
備
補
助
金
は
、
農
林
施
設
の

改
修
・
改
良
工
事
ま
た
は
国
の
補
助
事
業
に

満
た
な
い
災
害
復
旧
工
事
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
す
る
、本
市
の
単
独
補
助
制
度
で
す
。

　
こ
の
た
び
の
災
害
を
受
け
、
よ
り
多
く
の

農
林
施
設
の
復
旧
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
補
助
率
の
か
さ
上
げ
や
対
象
と

な
る
工
事
費
を
緩
和
す
る
な
ど
、
特
例
措
置

を
行
っ
て
い
ま
す
（
表
４
参
照
）。
発
災
か

ら
３
カ
年
度
の
復
旧
期
間
を
要
す
る
な
か
、

農
地
な
ど
の
復
旧
を
急
ぐ
方
は
、
本
制
度
を

活
用
し
て
の
復
旧
も
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
国
の
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
る
被

災
箇
所
に
つ
い
て
、
本
補
助
金
を
活
用
し
て

応
急
工
事
を
実
施
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
活
用
を
検
討
す
る
際
は
建
設
課
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
産
業
建
設
室
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
制
度
を
活
用
す
る
場
合
、
工
事

に
着
手
す
る
前
に
申
請
を
行
い
、
補
助
金
交

付
決
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
お
わ
り
に

　
被
災
し
て
か
ら
10
カ
月
余
り
経
っ
た
今
日

に
お
い
て
も
、
未
だ
平
穏
な
暮
ら
し
を
取
り

戻
せ
て
い
な
い
方
々
へ
の
継
続
的
な
支
援

と
、
道
路
・
河
川
、
農
地
・
農
業
用
施
設
な

ど
の
災
害
復
旧
事
業
を
最
優
先
と
し
、
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
防
災
強
化

に
よ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
復
旧
ま
で
の
間
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
平
成
30
年 

７
月
豪
雨
災
害
の

 
　
　
　
　 

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
　
　

　
　
　
　

復
旧
計
画

● 

応
急
工
事
が
完
了
し
て
い
る
箇
所

● 
仮
畦
畔
な
ど
に
よ
り
作
付
け
が
可
能
な
農
地

● 

仮
設
パ
イ
プ
な
ど
で
通
水
可
能
な
水
路

● 

迂
回
路
が
あ
る
農
道 

な
ど 

建
設
課
管
理
係
　
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

　　 地域別被災件数

地域 分類
庄原 西城 東城 口和 高野 比和 総領 合計
件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数

公共土木施設
災害

道路 40 45 108 6 1 4 8 212 
河川 19 74 107 8 14 13 17 252 
下水 - - 1 - - - - 1 

農地・農業用
施設災害

農地 130 49 217 18 9 9 10 442 
農業用施設 235 41 230 15 14 14 3 552 

合計 424 209 663 47 38 40 38 1,459 

　　 被災箇所の工事発注の優先度

優先度 道路 河川 農地・農業用施設

１ 通行止め箇所 周辺に住居や公共施設など
が多く隣接している箇所 防災上重要なため池

２
公共交通機関の通行に支
障が生じている箇所

周辺に住居や公共施設な
どが隣接している箇所

受益者が多いため池、頭首
工、水路、揚水機、道路

３
地域の幹線道路として利
用されている箇所

周辺に田や畑などの耕作
地が隣接している箇所

上記以外のため池、頭首
工、水路、揚水機、道路

４ 上記以外の道路 －
被災河川、水路、道路に隣
接し同時に復旧しなけれ
ばならない農地

５ － － 上記以外の農地

85億９千万円
72％

６千万円
１％

25億５千万円
21％

７億２千万円
６％

■国県支出金　 ■分担金 　■地方債 　■一般財源

災害復旧
事業費

119億2千万円

　　 農林施設整備補助金概要

通常補助 災害分 平成30 年７月豪雨災害の特例
工事費 10 万円以上 10 万円以上・40 万円未満 ３万円以上

期　間 当該年度末までに工事が
完了するもの

災害発生年度の翌年度末までに
工事が完了するもの

令和３年３月 31日までに
工事が完了するもの

補助率
限度額

25％
限度額：37 万 5,000 円

農地：25％
農林施設：62.5％

農地：75％（10 円未満切捨）
農林施設：75％（同上）
限度額 30万円

市道吉井北線　被災直後 市道吉井北線　復旧工事後

　　 簡素な手法で申請した箇所の工事発注までの流れ

直
営
現
地
測
量

概
略
査
定
設
計
書

災
害
査
定

1/11
完了

コ
ン
サ
ル
現
地
測
量

実
施
設
計
書

計
画
変
更
申
請

計
画
変
更
承
認

分
担
金
納
入
通
知

分
担
金
納
入
確
認

工
事
発
注

※■部分が、通常の箇所では不要

表１

表２ グラフ１

表３

表４
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　令和元年度当初予算では、平成30年7月に発生した豪雨による災害復旧事業費等として、29億9,537
万円を計上しています。

　庄原市の１年間のお金の使い方をまとめた令和元年度予算が決定しました。
　令和元年度当初予算では、昨年7月に発生した豪雨災害から一日も早く市民の皆さんの安全・安心な暮らし
を取り戻すための復旧・復興を最優先事業としています。また、最重要課題である人口減少への対応をはじめ、
中山間地域を取り巻く課題が年々深刻化する中、「庄原いちばんづくり」に掲載した施策・事業を着実に推進す
るとともに、将来を見据えて安定的な行政サービスを提供し、多岐にわたる行政課題に対応するため、「第２期
持続可能な財政運営プラン」に基づく予算編成を行いました。
　一般会計の予算規模は、302 億 5,496 万円（前年度比 +1.3％）となっており、特別会計は、13 会計の総額で
130 億 81 万円（前年度比▲ 0.9％）、水道事業会計と病院事業会計は、合計で 33 億 5,950 万円（前年度比▲ 4.2％）
となっています。
　この結果、一般会計、特別会計および公営企業会計に比和財産区特別会計の 380 万円を合わせた庄原市全体
の予算規模は、前年度比 +0.3％の１億 3,298 万円増額となる、466 億 1,908 万円となっています。
※金額は万円未満を四捨五入していますので、内訳の合計は必ずしも一致しません。　※▲はマイナスを表しています。

会　計　名 令和元年度 平成30年度 増減額 増減率
一般会計 302 億5,496 万円 298 億6,331 万円 3億9,166 万円 1.3%
特別会計 130 億81万円 131 億1,508 万円 ▲1億1,427 万円 ▲0.9%
住宅資金特別会計 388万円 447 万円 ▲59万円 ▲13.2%
歯科診療所特別会計 2,243 万円 2,566 万円 ▲324万円 ▲12.6%
休日診療センター特別会計 1,261 万円 1,247 万円 14万円 1.2%
国民健康保険特別会計 40億5,294 万円 43億2,421 万円 ▲2億7,127 万円 ▲6.3%
国民健康保険特別会計（直診勘定） 8,551 万円 8,292 万円 259 万円 3.1%
後期高齢者医療特別会計 6億6,410 万円 6億5,728 万円 683 万円 1.0%
介護保険特別会計 62億9,760 万円 61億9,340 万円 1億420 万円 1.7%
介護保険サービス事業特別会計 5,657 万円 5,946 万円 ▲289万円 ▲4.9%
公共下水道事業特別会計 11億6,184 万円 10億5,834 万円 1億350 万円 9.8%
農業集落排水事業特別会計 3億6,885 万円 4億1,628 万円 ▲4,743 万円 ▲11.4%
浄化槽整備事業特別会計 2億7,239 万円 2億4,364 万円 2,875 万円 11.8%
工業団地造成事業特別会計 10万円 3,496 万円 ▲3,487 万円 ▲99.7%
宅地造成事業特別会計 199万円 199 万円 0万円 0.0%

企業会計 33 億5,950 万円 35億499 万円 ▲1億4,550 万円 ▲4.2%
水道事業会計 18億6,191 万円 21億58万円 ▲2億3,867 万円 ▲11.4%
病院事業会計 14億9,759 万円 14億442 万円 9,317 万円 6.6%

比和財産区特別会計 380 万円 271 万円 109 万円 40.4%
合計 466 億1,908 万円 464 億8,610 万円 1億3,298 万円 0.3%

一人当たり 85.4 万円　人口 35,416 人（平成 31年２月28日現在）
民生費 公債費 総務費 災害復旧費 衛生費 土木費 農林水産業費 その他

高齢者・障害
者などの福
祉、子育て支
援などに

市債（借入金）
の元金と利子
の返済に

自治振興、生
活交通対策、
戸籍事務など
に

公共土木施
設・農林水産
施設の災害復
旧に

医療の充実、
健康診査、ご
み処理、水道
事業などに

道路整備、区
画整理、公園・
公営住宅の管
理などに

新規就農者支
援、農業担い
手支援、森林
整備などに

学校教育、社会教
育、市議会運営、
商工業、観光振
興、防災などに

22.2 万円 11.4 万円 10.0 万円 8.5 万円 7.9 万円 7.1 万円 6.6 万円 11.9 万円

公共土木施設災害復旧事業
（市の管理する道路、河川などの復旧）22.4億円

●公共土木施設災害復旧事業（過年） 21億5,210 万円
●公共土木施設災害復旧事業【単独】（過年） 6,000 万円
●社会教育施設災害復旧事業（過年） 125万円
●その他公共施設災害復旧費（過年） 176万円

農林水産施設災害復旧事業
（農地や、農業用施設、林道などの復旧）7.5億円

●農地災害復旧事業（過年） ２億3,000 万円
●農業用施設災害復旧事業（過年） ３億4,500 万円
●林道災害復旧事業（過年） 7,212 万円
●現年度発生災害分（現年） １億3,314 万円

予算の使途　　　■ 目的別に見た市民１人に使われる市のお金 （一般会計）

財政課財政係　☎ 0824-73-1129

予 算 額　　　　■ 会計別の令和元年度予算額および前年度予算額との比較

令 和 元 年 度  当初予算

● 平成30 年７月豪雨災害の復旧事業 ●

　個人市民税は給与所得額の増による微増が見込まれる
一方、法人市民税は、企業の設備投資による減益の影響
から減額を見込み、個人・法人を合わせた市民税全体では、
前年度比0.7％減の15億2,216万円となっています。また、
固定資産税では家屋の新築などによる微増が見込まれる
ため、市税全体では前年度とほぼ同額の 37 億 7,102 万円
を見込んでいます。

　障害者支援事業や自立支援事業の増額などにより、前
年度比 2.4％増の 37 億 4,697 万円を見込んでいます。

　計画的な借り入れにより、前年度比12.1％減の40億2,902
万円を見込んでいます。

　豪雨災害からの復旧・復興に重点的に取り組むための
調整により、前年度比 35.5％減の 39 億 1,342 万円を見込
んでいます。西城保育所改築事業、新焼却施設整備事業、
道路新設改良事業などを行います。

　「第２期持続可能な財政運営プラン」に基づく取り組み
により、これまでの事業実績や費用対効果などを検証し、
制度内容の見直しを行っています。
　本年度は、前年度の事業補助金に加えて、各種団体な
どへの運営補助や、イベント補助、個人給付の見直しな
どを行ったことで、前年度比 1.2％減の 38 億 1,475 万円
を見込んでいます。

　市債については平成 30 年7月豪雨災害などに係る災害
復旧事業や、第２期長期総合計画・前期実施計画に計上
した各種整備事業を実施するための財源などとして、前
年度比 10.7％減の 39 億 5,728 万円を見込んでいます。
　災害復旧に係る借り入れが８億 5,990 万円のほか、保
育所施設整備事業５億 8,050 万円、新焼却施設整備事業
３億3,240万円、過疎地域自立促進基金への積立３億5,190
万円などの借り入れを予定しています。

　合併前の旧市町ごとに算定される額の合算額を下回ら
ないように特例で交付されてきた普通交付税の段階的な
縮減が５年次目を迎えることを考慮して、地方交付税全
体で前年度比 1.7％減の 130 億 4,106 万円を見込んでいま
す。

補助金ガイドブックをご活用ください！！

　市民の皆さんが「生活の場」、「地域活動の場」など多様な場面で活用できる補助金をまとめたガイドブック
を作成しています。
　本年度は、「第２期持続可能な財政運営プラン」に基づく取り組みとして補助金制度の見直しを行っており、
昨年度と比べ補助率や補助単価などが変更となっている場合があります。また、補助金申請額が当初予算額に
達した時点で受け付けを終了する補助金もありますので、補助金の活用を希望する場合は、お早めに担当部署
へお問い合わせください。

ガイドブックは市ホームページに掲載するほか、
財政課および各自治振興区窓口へ設置しています。

歳　出

歳　入

予算の概要　　　■ 一般会計の歳入と歳出のポイント

※（　 ）は前年度比

※（　 ）は前年度比

■市税
37億7,102万円
（▲0.0%）

■繰入金など
20億363万円
（▲17.8%）

■地方交付税
130億4,106万円
（▲1.7%）

■国・県支出金
60億2,037万円
（+30.9%）

■市債
39億5,728万円
（▲10.7%）

■地方消費税交付金など
14億6,162万円
（+7.2%）

302億5,496万円

歳入
依存財源
244億8,031万円
（+3.5%）

自主財源
57億7,465万円
（▲7.0%）

■人件費
41億2,894万円
（+0.9%）

■扶助費
37億4,697万円
（+2.4%）

■公債費
40億2,902万円
（▲12.1%）

■普通建設事業費
39億1,342万円
（▲35.5%）

■災害復旧事業費
29億9,537万円
（+2193.3%）

■物件費・維持補修費
40億8,048万円
（+4.1%）

■出資金・貸付金
2億210万円
（▲7.5%）

■繰出金など
33億4,392万円
（+0.4%）

■補助費等
38億1,475万円
（▲1.2%）

302億5,496万円

歳出

義務的経費
119億492万円
（▲3.5%）

投資的経費
69億879万円
（+11.5%）

その他経費
114億4,126万円
（+1.0%）
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　令和元年度当初予算における第２期持続可能な財政運営プランによる効果額は次のとおりです。

第２期持続可能な財政運営プランによる取り組み

「地域産業」のいちばん

「暮らしの安心」のいちばん

「にぎわいと活力」のいちばん

比婆牛のブランド化とＰＲの推進によ
り、産地としての維持拡大を図る仕組み
づくりを推進します。あわせて、「比婆牛」
の生産母体となる雌牛「あづま蔓

づ る

」の増
頭を支援します。

竣工後２５年が経過し、老朽化の進行と
令和４年３月末までの設置期限が迫る備
北クリーンセンターおよび東城ごみ固形
燃料化施設の廃止を含めた施設の集約化
により、効果的かつ効率的なごみ処理を
行います。

芸術・文化活動の拠点施設である庄原市
民会館を大規模改修し、現代的な利用
ニーズを踏まえた機能増進を図ります。
本年度は改修全体の基本計画を策定し
ます。

都会ではできない新しい働き方を推進
し、働く場の創出と都市部からの移住定
住者の増加を目的に、既存施設を利用し
たお試しオフィスの整備・運営およびモ
ニターツアーなどを行います。また、誘
致促進の支援制度も創設しました。

建築後４０年を経過し、老朽化の進む西
城保育所を移転改築し、地域における子
育て支援の課題と保護者ニーズに柔軟に
対応できる施設を整備します。

各種多様な地域資源の認知度の向上、観
光誘客、地域経済の活性化を図るため、
シンボルイベントである第３回比婆い
ざなみ街道マラニック大会の開催や魅
力発信に取り組みます。

新たな森林経営管理制度の創設に伴い、
専門知識を有する「庄原市森づくりアド
バイザー」を設置し森林整備および森林
資源の有効活用を推進します。また、森
林経営管理に関する意向調査を行い、林
業経営の集積・集約化を図ります。

本市の中核病院である庄原赤十字病院で
の周産期医療運営に対し、助産師の人材
確保などの経費について財政的支援を行
います。

市域全体で観光消費額を向上させるた
め、マーケティング・プロモーション業
務、着地型観光推進業務、地域商社業務
を担う「庄原版ＤＭＯ」の形成・確立に
取り組みます。

比婆牛ブランド化の推進

新焼却施設の整備

庄原市民会館整備事業

２,９６８万円

５億８, ４０６万円

 １,１３１万円

サテライトオフィス誘致

西城保育所改築事業

比婆いざなみ街道物語の推進

４４９万円

５億９,１２５万円

１, ４３６万円

　　　　　　　　　●中小企業振興対策：8,674万円　●有害鳥獣対策：4,248万円　●ドローン活用の推進：251万円

　　　　　　　　　●高齢者などの生活支援：3,876万円　●外国語指導助手の追加配置などによる外国語教育の充実：3,789万円
　　　　　●第３子以降保育料無料化および第２子保育料半額化（継続）　●斎場の整備：2,435万円

●定住促進事業：4,518万円　●地域おこし協力隊の推進：1,922万円
●国営備北丘陵公園北入口エリア社会実験事業：1,471万円

森林経営管理事業の推進

周産期医療運営支援

庄原版ＤＭＯ設立支援事業

５,１７２万円

１, ８００万円

１,０５０万円

歳　入

取組項目 目標額 当初予算
取組効果額

市税 767万円 758万円
財産収入 100万円 787万円
諸収入等 

（広告料収入など） 400万円 1,413万円

歳入合計（Ａ） 1,267万円 2,958万円

歳　出

取組項目 目標額 当初予算
取組効果額

物件費 ▲1億6,065万円 ▲1億5,515万円
補助費等・負担金 ▲1億2,051万円 ▲9,842万円
公債費 ▲4,502万円 ▲5,452万円
繰出金 ▲2,083万円 ▲2,545万円

普通建設事業費 ▲5,000万円 ▲5,000万円

歳出合計（Ｂ） ▲3億9,701万円 ▲3億8,354万円

目標額および効果額の合計

合計 目標額 当初予算
取組効果額

合計 （ BｰA ) ▲4億968万円 ▲4億1,312万円

主な事業　　　■ 庄原いちばんづくりの３つの基本政策に沿った事業を紹介します

継続

継続

新規 新規

継続

継続

継続

拡充 新規

こんな
事業も

こんな
事業も

こんな
事業も

第２期持続可能な財政運営プランによる取り組み

令和元年度当初予算

総
務
課
総
務
法
制
係　
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市
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
や
市
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
な
ど
に

関
す
る
活
動
を
行
う
ス
ポ
ー
ツ
大
使
に
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳
女
子
２
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
金
藤
理
絵
さ
ん
を
任
命
し
ま
し
た
。

～
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
～

　

１
９
８
８
年
生
ま
れ
。
山
内
町
出
身
。

　

小
学
３
年
生
か
ら
本
格
的
に
水
泳
を
始

め
、
２
０
０
８
年
、
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代

表
と
な
っ
た
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
７
位

入
賞
。

　

次
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
出
場
を

逃
し
た
が
、
２
０
１
６
年
の
日
本
選
手
権
で

は
、
２
分
19
秒
65
の
日
本
新
記
録
で
再
び
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
と
な
り
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
。
競
泳
女
子

２
０
０
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
で
、
広
島
県
出
身

の
女
性
で
は
初
め
て
、
ま
た
、
広
島
県
勢
と

し
て
も
44
年
ぶ
り
に
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
。

　

２
０
１
８
年
３
月
に
現
役
を
引
退
。

　

現
在
は
、長
野
県
内
で
の
活
動
を
中
心
に
、

全
国
各
地
で
講
演
会
や
水
泳
指
導
を
行
っ
て

い
る
。

■
庄
原
市
ス
ポ
ー
ツ
大
使
と
は

　

市
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
関
す
る
助
言
や
、

青
少
年
の
健
全
育
成
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
む
意
識
の
醸
成
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
市
の
知
名
度
お
よ
び
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。任
期
は
３
年
間
で
す
。

■
委
嘱
式
を
開
催

　

３
月
30
日
、
金
藤
理
絵
さ
ん
を
招
き
、
市

役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
ホ
ー
ル
で
、
庄
原

市
ス
ポ
ー
ツ
大
使
委
嘱
式
と
ミ
ニ
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

委
嘱
式
で
は
、
木
山
耕
三
市
長
か
ら
金
藤

さ
ん
に
委
嘱
状
と
ス
ポ
ー
ツ
大
使
の
名
刺
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
金
藤
さ
ん
は
「
ス
ポ
ー

ツ
か
ら
生
ま
れ
る
笑
顔
や
元
気
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
の
水
泳
教
室
や
市

の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
金
藤
さ
ん
の
今
後
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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里山の誇りを育む観光地域づくり
～地域に活力を生み出し、地域経済も動かす観光業の確立～

観
光
交
流
の
産
業
化
に
よ
る

地
域
の
持
続
的
な
発
展

基 本 施 策
将
来
像

コンセプト

①里山資源の魅力化 ( 資源磨きと観光コンテンツ開発 )
②里山ステイの推進 ( 宿泊消費額の増加 )
③里山アクティビティの推進 ( 着地型旅行消費額の増加 )
④里山フードツーリズムの推進 ( 特産品・飲食消費額の増加 )

１．里山資源を活かした観光消費額の向上

２．観光情報発信の強化 ３．観光推進体制の強化

①効果的な情報発信
②観光客ニーズに即した
　観光案内体制の整備
③広域周遊観光の促進
④外国人観光客の誘致

①庄原版ＤＭＯの形成・確立
②観光振興事業の効率化
③観光人材の確保・育成
④観光振興への地域住民等の参画促進
⑤外国人観光客の受入体制の整備

　
市
は
、
長
期
的
な
観
光
振
興
施
策
の
方

向
性
を
定
め
る
「
第
２
期
庄
原
市
観
光
振

興
計
画(

令
和
元
年
度
～
５
年
度)
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

　
本
計
画
で
は
、「
里
山
の
誇
り
を
育
む
観

光
地
域
づ
く
り
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、「
里

山
資
源
を
活
か
し
た
観
光
消
費
額
の
向
上
」

「
観
光
情
報
発
信
の
強
化
」「
観
光
推
進
体

制
の
強
化
」
と
い
う
３
つ
の
施
策
を
柱
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
示
し
、
観

光
消
費
額
を
約
８
％
増
加
さ
せ
る
こ
と
な

ど
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
目
標
達
成
の
た
め
に
、
本
計
画
で
は
「
里

山
資
源
の
魅
力
化
」
を
基
本
と
し
て
、宿
泊
、

着
地
型
旅
行
、
特
産
品
・
飲
食
の
各
分
野

に
お
い
て
観
光
消
費
額
の
向
上
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
を
強
化
し
、
庄
原
な
ら
で
は

の
魅
力
を
効
果
的
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
観
光
振
興
体
制
に
つ
い
て
は
「
庄

原
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
を
設
立
す
る
こ
と
で
組
織

を
強
化
し
、
地
域
一
体
で
観
光
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
む
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま

す
。

　
本
計
画
は
庄
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の

観
光
振
興
課
の
ペ
ー
ジ
に
、
計
画
書
の
全

内
容
を
掲
載
し
た
本
編
と
、
一
部
を
抜
粋

し
た
概
要
版
と
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
庄
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.shobara.hiroshim

a.jp/
main/sightseeing/policy/post_417.html

施
設
規
模

里
山
の
誇
り
を
育
む
観
光
地
域
づ
く
り

�
～
第
２
期
庄
原
市
観
光
振
興
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
～

　
観
光
振
興
課
観
光
振
興
係
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■計画の目標値

項目
現状

(平成29年)
目標値
(令和５年)

増加率

観光消費額 40億5,700万円 44億円 8%

総観光客数
うち外国人観光客数

263万3千人 
5,643人 

270万人 
14,000人 

3%
148%

観光消費単価 1,541円/人 1,630円/人 6%

総宿泊客数
21万3千人 

1,064人
24万人 
3,000人

13%
182%

■施策体系図
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市
教
育
委
員
会
は
、
市
内
小
・
中
学
校

の
全
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
本
年
１
月
、「
庄

原
市
小
・
中
学
校
一
斉
学
力
調
査
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
本
調
査
は
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
「
基

礎
・
基
本
の
力
」
や
「
活
用
す
る
力
」
が

定
着
し
て
い
る
か
を
全
国
的
な
視
野
に

立
っ
て
把
握
し
、
各
学
校
で
の
授
業
改
善

や
学
習
指
導
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　
小
学
１
・
２
年
生
は
国
語
、
算
数
の
２
教

科
、
小
学
３
～
６
年
生
は
国
語
、
社
会
、

算
数
、
理
科
の
４
教
科
、
中
学
１
～
３
年

生
は
国
語
、
社
会
、
数
学
、
理
科
、
英
語

の
５
教
科
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
、
中
学
３

年
生
の
数
学
以
外
が
全
国
平
均
正
答
率
を

上
回
り
ま
し
た
。
特
に
、
小
学
４
年
生
の

算
数
で
は
10
・
３
ポ
イ
ン
ト
、
中
学
１
年

生
の
英
語
で
は
12
・
３
ポ
イ
ン
ト
と
、
全

国
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
の

結
果
を
全
教
職
員
で
共
有
し
、
児
童
生
徒

の
さ
ら
な
る
学
力
の
向
上
に
向
け
て
改
善

計
画
を
立
て
る
と
と
も
に
、「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に
向
け
、
授

業
づ
く
り
の
工
夫
・
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
は
、
日
々
の
授
業
実
践

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
本
市
教
育
の
基
本

理
念
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
の
学
び
を
原
動

力
と
し
て
高
い
志
を
持
ち
続
け
活
躍
で
き

る
人
材
の
育
成
」
に
向
け
た
教
育
活
動
を

推
進
し
、「
庄
原
で
学
ん
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
教
育
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
教
育
指
導
課
指
導
係
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施
設
規
模

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」の

    

実
現
に
向
け
た
授
業
改
善
に
向
け
て

平
成
30
年
度
庄
原
市
小
・
中
学
校
一
斉
学
力
調
査
か
ら

平成30年度

庄原市小・中学校
一斉学力調査結果
（平成31年１月10日～17日実施）
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庄
原
警
察
署　
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特
殊
詐
欺
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

全
国
で
１
日
当
た
り
約
１
億
円
の
被
害

　

平
成
30
年
中
の
特
殊
詐
欺
に
よ
る
被
害

金
額
は
、広
島
県
内
で
約
３
億
５
千
万
円
、

全
国
で
は
約
３
５
７
億
円
で
し
た
。

最
も
多
い
手
口
は
「
架
空
請
求
詐
欺
」

　

昨
年
、
県
内
で
最
も
被
害
の
多
か
っ
た

手
口
は
「
架
空
請
求
詐
欺
」
で
、
携
帯
電

話
に
有
料
サ
イ
ト
な
ど
の
料
金
を
請
求
す

る
メ
ー
ル
を
送
り
つ
け
、
コ
ン
ビ
ニ
で
電

子
マ
ネ
ー
を
購
入
さ
せ
て
支
払
わ
せ
る
も

の
で
す
。

被
害
は
若
者
に
も

　

高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
若
者
を
含
む

幅
広
い
世
代
の
方
が
被
害
に
遭
っ
て
い
ま

す
。犯

人
が
よ
く
使
う
言
葉
を
知
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
！

▼
有
料
サ
イ
ト
の
未
納
が
あ
る

▼
あ
な
た
に
は
老
人
ホ
ー
ム
入
居
権
が
あ
る

▼
名
義
貸
し
は
犯
罪
だ

▼
裁
判
に
な
る
・
逮
捕
さ
れ
る

▼
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
る

▼
コ
ン
ビ
ニ
で
電
子

マ
ネ
ー
を
購
入
し
て

払
っ
て

▼
お
金
を
宅
配
便
で

送
っ
て

こ
ん
な
手
口
に
も
注
意
！

改
元
詐
欺

　

新
元
号
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

伴
っ
て
「
元
号
が
変
わ
る
の
で
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
変
更
す
る
必
要
が
あ

る
」
な
ど
と
い
う
電
話
を
か
け
て
き
て
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
る
詐
欺

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
犯
人
は
、
改
元
に

便
乗
し
て
あ
な
た
の
お
金
を
狙
っ
て
い
ま

す
。ア

ポ
電
話

　

県
外
で
、
犯
人
か
ら
の
電
話
に
対
し

て
、
自
宅
の
現
金
保
管
状
況
な
ど
の
資
産

状
況
を
言
葉
巧
み
に
聞
か
れ
て
教
え
て
し

ま
い
、
後
日
、
自
宅
に
押
し
入
ら
れ
、
現

金
な
ど
の
強
盗
被
害
に
遭
う
事
件
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
県
内
で
も
高
齢
者
な
ど
を
狙
っ

た
同
じ
手
口
の
事
件
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま

す
の
で
、
電
話
な
ど
で
個
人
情
報
や
現
金

な
ど
の
保
管
状
況
を
尋
ね
ら
れ
て
も
、
決

し
て
答
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
電
話
で
突
然
お
金
の
話
が
あ
っ
た

ら
、
必
ず
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

☆
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
り
、
は
が
き

が
届
い
た
り
し
た
と
き
は
、
警
察
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
は
４
月
１
日
付
で
、「
庄
原
市
森
づ
く

り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し
て
坂さ

か
べ部
廣ひ

ろ
か
ず和
さ
ん

を
任
命
し
ま
し
た
。

　

森
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
本
年
度
新

た
に
設
置
し
た
職
で
、
任
期
は
１
年
間
（
再

任
可
能
）、
本
市
の
森
づ
く
り
や
本
年
４
月

か
ら
新
た
に
開
始
さ
れ
た
森
林
経
営
管
理
制

度
の
円
滑
な
推
進
を
目
的
と
し
て
、
モ
デ
ル

林
を
目
指
し
た
森
林
整
備
や
、
地
域
木
材
の

有
効
活
用
の
推
進
お
よ
び
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど

の
普
及
啓
発
、
森
林
整
備
を
担
う
人
材
育
成

な
ど
に
つ
い
て
、
助
言
、
指
導
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

庄
原
市
森
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
連

携
に
よ
り
、県
内
最
大
の
森
林
面
積
を
有
し
、

伐
採
期
を
迎
え
た
豊
富
な
針
葉
樹
が
存
在
す

る
本
市
に
お
い
て
、
将
来
を
見
据
え
て
「
森

林
資
源
を
生
か
す
森
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
林
業
課
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
４

　

庄
原
市
・
府
中
市
・
神
石
高
原
町
・

世
羅
町
の
２
市
２
町
に
よ
る
共
同
広

報
テ
レ
ビ
番
組「
ひ
ろ
お
く
便
り
」が
、

本
年
度
も
放
送
さ
れ
ま
す
。

　
「
ひ
ろ
お
く
便
り
」は
、
毎
週
月
曜

日
18
時
55
分
～
19
時
に
広
島
テ
レ
ビ

で
放
送
さ
れ
ま
す
。
年
間
を
通
し
て

50
回
放
送
さ
れ
、
庄
原
市
の
放
送
は

そ
の
う
ち
15
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

庄
原
市
の
本
年
度
第
１
回
の
放
送

日
は
５
月
13
日
㈪
で
す
。

　

放
送
内
容
は
、
リ
ポ
ー
タ
ー
・

有あ
り
た田
優ゆ

り

か

理
香
さ
ん
が
市
内
の
観
光
施

設
や
催
し
な
ど
を
巡
っ
た
り
、
市
民

活
動
や
暮
ら
し
に
ふ
れ
た
り
、
体
験

し
た
り
し
て
、
ま
ち
の
魅
力
を
伝
え

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
市
の
新
た

な
取
り
組
み
な
ど
も
紹
介
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

行政管理課広報統計係　☎ 0824-73-1159

本年度の放送スタート！

広報テレビ番組庄原市の放送回の概要

●放送回数

年間15回

●放送時間

毎週月曜日 18：55～19：00
（放送は実質３分間程度）

●放送日

①５月13日　②５月20日　③６月24日
④７月１日　⑤７月22日　⑥９月２日
⑦９月９日　⑧９月30日　⑨10月７日
⑩11月25日　⑪12月２日　⑫12月23日
⑬１月13日　⑭２月３日　⑮３月９日

　※日程は変更となる場合があります。

●放送局

広島テレビ

●放送エリア

広島県内

第１回は

月

５月13日
ON  AIR

住民告知端末を設置しましょう!!

その２

　
４
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら

せ
し
て
い
る
「
住
民
告
知
端
末
」。
災

害
情
報
な
ど
の
緊
急
情
報
や
行
政
情

報
な
ど
、
大
切
な
情
報
を
音
声
で
お

伝
え
す
る
も
の
で
、
市
は
、
全
て
の

世
帯
に
設
置
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
放
送
の
種
類
な
ど
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
民
告
知
端
末
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
!!

市
の
初
期
設
定
費
用
負
担
は

令
和
元（
２
０
１
９
）年
９
月
30
日
申
請
分
ま
で
!!

　

ま
た
同
日
付
で
、
庄
原
市
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
と
し
て
３
人
を
任
命
し
ま
し
た
。
３

人
と
も
、
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
の
任
用
と

な
り
ま
す
。

　

臼う
す
い井
拓た

く
や哉
さ
ん
は
、
い
ち
ば
ん
づ
く
り
課

で
比
婆
い
ざ
な
み
街
道
物
語
の
推
進
や
ド

ロ
ー
ン
活
用
推
進
に
か
か
る
業
務
に
、
中な

か
た
に谷

浩こ
う
じ二
さ
ん
は
、
商
工
林
業
課
で
木
の
駅
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
推
進
に
、
佐さ

さ

き

々
木
宏ひ

ろ
と
も知
さ

ん
は
、
東
城
支
所
産
業
建
設
室
で
農
産
物
や

加
工
品
な
ど
地
元
産
品
の
現
状
を
分
析
す
る

た
め
の
市
場
調
査
に
従
事
し
ま
す
。

　

全
員
が
任
用
の
最
終
年
度
と
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
に
従
事
し
な
が
ら
、
地
域
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

自
治
定
住
課
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
７左から中谷浩二さん、臼井拓哉さん、佐々木宏知さん

写真は、国土緑化推進機構「森の名手・
名人」認定を木山市長へ報告時（広報し
ょうばら2018年11月号20ページ参照）

坂部廣和さん（写真左）

森
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
任
命

放
送
の
種
類

　

災
害
情
報
や
行
政
情
報
な
ど
を
お
知
ら

せ
す
る
住
民
告
知
放
送
は
、
優
先
度
の
高

い
順
に
、次
の
よ
う
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
緊
急
放
送
（
最
大
音
量
）

▼
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
情
報
、
災

害
の
発
生
情
報
ま
た
は
警
戒
情
報
な
ど
全

て
の
放
送
に
優
先
し
て
行
う
放
送

②
定
時
放
送

▼
行
政
情
報
お
よ
び
公
益
的
な
情
報
に
関

し
て
、
開
庁
日
の
20
時
お
よ
び
開
庁
日
の

翌
日
の
６
時
30
分
か
ら
行
う
放
送

③
臨
時
放
送

▼
火
災
発
生
地
域
の
消
防
団
員
参
集
の
情

報
な
ど
、
速
や
か
に
告
知
す
べ
き
事
項
に

関
し
て
、
定
時
放
送
の
時
間
帯
以
外
の
時

間
に
行
う
放
送

※
消
防
団
員
の
参
集
に
関
す
る
情
報
の
放

送
は
、定
時
放
送
に
優
先
し
て
行
い
ま
す
。

④
ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送

▼
消
防
署
・
警
察
署
な
ど
が
行
う
防
災
・

防
犯
の
啓
発
情
報

▼
自
治
振
興
区
・
自
治
会
な
ど
が
行
う
地

域
情
報
な
ど

⑤
ラ
ジ
オ
放
送

▼
ラ
ジ
オ
放
送
局
に
よ
る
ラ
ジ
オ
放
送

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
一
・
中
国
放
送
）
を
、
常
時
、

自
動
再
送
信

住
民
告
知
端
末
の
　
　
　
　
　
　
　
　

「
ひ
か
り
電
話
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て

　

住
民
告
知
端
末
に
つ
な
が
っ
て
い
る
電

話
機
同
士
（
固
定
電
話
）
で
、
市
内
局
番

の
前
に
特
番
（
※
）
を
付
け
て
電
話
を
か

け
る
と
通
話
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

（
※
）
特
番

　

東
城
地
域
に
か
け
る
場
合　

８
０
０

　

東
城
地
域
以
外
に
か
け
る
場
合　

８
０

問
い
合
わ
せ

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

ま
た
は
各
支
所
総
務
室
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新たに委嘱を受けた元泉さん（左）と松島さん（右）

６年生に手を引かれ入場（写真左上）、小原校長からお祝いの言葉（写真右上）、７人の新１年生（写真下）

　

市
は
、
４
月
１
日
付
で
定
住
支
援
員

（
移
住
定
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）
を
、

松ま
つ
し
ま島
一い

っ
ぺ
い平
さ
ん
、
元も

と
い
ず
み泉
順の

ぶ
ゆ
き行
さ
ん
に
委

嘱
し
ま
し
た
。

　

３
月
31
日
付
で
任
期
を
満
了
し
た

若わ
か
ば
や
し林
隆た

か
し志
さ
ん
（
比
和
地
域
）、
宮み

や
ざ
き﨑

孝こ
う
き記
さ
ん
（
庄
原
地
域
）
に
変
わ
り
、

松
島
さ
ん
は
比
和
地
域
を
、
元
泉
さ
ん

は
庄
原
地
域
の
う
ち
庄
原
、
東
、
山
内
、

北
地
区
を
担
当
し
ま
す
。

　

定
住
支
援
員
は
、
移
住
を
希
望
す
る

方
や
移
住
し
て
間
も
な
い
方
に
き
め
細

や
か
な
支
援
を
行
い
、
移
住
・
定
住
に

つ
な
げ
ま
す
。
引
き
続
き
８
人
体
制
で

市
内
全
域
で
の
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

暖
か
い
春
を
迎
え
、
校
庭
の
桜
が
満
開

と
な
っ
た
４
月
８
日
、
庄
原
市
立
高
小
学

校
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
男
子
１
人
、
女
子
６
人
、

計
７
人
の
か
わ
い
ら
し
い
１
年
生
が
入
学

し
ま
し
た
。
６
年
生
に
手
を
引
か
れ
て
式

場
に
入
場
し
、
入
学
児
童
点
呼
で
は
、
大

き
な
声
で
返
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
小こ

ば
ら原
智と

も
こ子
校
長
が
、「
１
年
生
の
皆

さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
。
み
な
さ
ん
が

入
学
し
て
く
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。
挨
拶
と
返
事
、お
話
を
聞
く
こ
と
、

こ
の
３
つ
を
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
お
祝

い
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

在
校
生
を
代
表
し
て
、
６
年
生
の
藤ふ

じ
た
に谷

航こ
う
へ
い平
く
ん
が
、「
高
小
学
校
に
は
、
や
さ

し
い
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
困
っ
た
と
き
は
、
何
で
も
聞
い

て
く
だ
さ
い
。
登
下
校
で
は
、
ぼ
く
た
ち

が
班
長
と
し
て
、
責
任
を
も
っ
て
、
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
楽
し
く
通
学
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
き
ま
す
」
と
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
全
員
で
歓
迎
の
歌
「
春
が

き
た
」
を
歌
い
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
36
人
で
素
晴
ら
し
い
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
度

高
小
学
校
は
、教
育
目
標
を
「
志
を
も
ち
、

未
来
を
拓
く
児
童
の
育
成
」
と
し
、「
す

す
ん
で
学
び
、高
ま
る
子
」
を
目
指
し
て
、

教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
高
小
学
校
教
育
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

庄原地域と比和地域の移住者増に期待
移住定住コンシェルジュ２人を配置

自治
定住課

楽しい学校生活のはじまり
庄原市立高小学校入学式

教育
指導課

　
　

母子保健母子保健母子保健
コーナー

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

　

市
は
、
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に

出
産
し
た
方
を
対
象
に
、
出
産
か
ら
概

ね
１
カ
月
以
内
の
産
婦
健
康
診
査
に
か

か
る
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
受
診
票
を
交
付
し
ま

す
。
交
付
に
は
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
、
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ご

本
人
の
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
家
族
の

方
で
も
交
付
で
き
ま
す
。

●
対
象

平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に
出
産
し

た
、
健
診
日
時
点
で
庄
原
市
に
住
民
票

が
あ
る
産
婦

※
平
成
31
年
３
月
31
日
以
前
に
出
産
し

た
方
は
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
健
診
内
容

問
診
、診
察
、体
重
・
血
圧
測
定
、尿
検
査
、

エ
ジ
ン
バ
ラ
産
後
う
つ
病
質
問
票

●
実
施
医
療
機
関

庄
原
市
産
婦
健
康
診
査
委
託
医
療
機
関

（
庄
原
赤
十
字
病
院
、
市
立
三
次
中
央

病
院
、
国
際
貢
献
大
学
校
メ
デ
ィ
カ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
町
立
奥
出
雲
病
院
）

※
庄
原
市
産
婦
健
康
診
査
委
託
医
療
機

関
以
外
で
の
受
診
を
希
望
す
る
と
き
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

庄
原
市
産
婦
健
康
診
査
事
業
が

始
ま
り
ま
し
た

●
助
成
回
数

１
回
（
出
産
か
ら
概
ね
１
カ
月
以
内
）

●
助
成
上
限
額　

５
千
円

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

母
子
健
康
手
帳

担
当
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

西
城
支
所
地
域
振
興
室
保
健
福
祉
係

（
し
あ
わ
せ
館
）

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
２
０
２

東
城
支
所
市
民
生
活
室
保
健
福
祉
係

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
３
１

口
和
支
所
地
域
振
興
室
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
87
‐
２
１
１
２

高
野
支
所
地
域
振
興
室
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
５

比
和
支
所
地
域
振
興
室
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
３
０
０
１

総
領
支
所
地
域
振
興
室
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
３

平
成
31
年
４
月
か
ら

　
　
子
育
て
通
信

子
育
て
通
信

あ
そ
び
っ
子

あ
そ
び
っ
子

　

市
内
の
保
育
所
で
は
、地
域
の
子
育
て

家
庭
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、園
庭
や
施
設

開
放
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

児童福祉課
あんしん支援係
☎ 0824-73-0051

施設名 所在地・電話番号 連絡先

庄原保育所（指定管理） 三日市町 24
☎ 0824-72-0317

月～金曜日　９時30分～11時
･給食希望は３日前までに申し込み
が必要です。

敷信みのり保育所（指定管理） 板橋町 2243
☎ 0824-72-0828

月～金曜日　９時30分～11時30分
･給食希望は３日前までに申し込み
が必要です。

三日市保育所（指定管理） 上原町 1844-16
☎ 0824-72-3917

毎週水曜日　午前中
庄原北保育所（指定管理） 川北町 19-6

☎ 0824-72-2800

七塚保育所 田原町 10-7
☎ 0824-74-1039

第１・第３水曜日　午前中
山内保育所 山内町 774-3

☎ 0824-74-0400

高保育所 高町 2075-6
☎ 0824-72-2277 毎週水曜日　午前中

峰田保育所 春田町 13-2
☎ 0824-78-2814

第１・第３水曜日　午前中
永末保育所 永末町 37-1

☎ 0824-72-3517

■行事や感染症の流行などで利用できない日もあります。各保育所への事前連絡
をお願いします。
■上記開放日・時間によらず、希望に応じて利用・見学できます。その場合は、
各施設へご相談ください。

■保育所一覧（庄原地域）　　※他の地域の保育所については次号でお知らせします。

こ
ん
な
こ
と
が
聞
け
ま
す
！
　
　
　

で
き
ま
す
！

●
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
っ

て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

●
遊
び
場
・
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て

●
子
育
て
の
相
談
が
し
た
い

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
保
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
４

保
育
所
を
開
放
し
て
い
ま
す
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春のまちなみを彩る 自然環境を大切に巣箱づくりから自然を学ぶ 庄原産のうまい酒ＰＲ
　東城まちなみ春まつり・4/6-9 　河川ボランティア清掃・4/14　鳥の巣箱づくり体験・3/30 　酒でも呑んでいきん祭・3/23-24

旧暦の桃の節句を祝う東城まちなみ春まつりが開催さ
れ、夢街道ルネサンス認定地区である「街道東城路」沿
いの商店や民家に、代々伝わるひな人形や生け花などが
飾られました。

６日のオープニングセレモニーでは、東城高校吹奏楽
部の生徒たちによる演奏や、西城町出身で、日本でただ
一人のオルゴール作曲家橋

はしもと

本勇
い さ お

夫さんによる演奏会、７
日には、生け花パフォーマンスや、東城在住で画家の奥

お く だ

田
敏
と し お

雄さんと地元小学生７人が特大パネルに「桜」を描く
ライブペインティングなどのイベントが行われました。

また、東城中学校と東城高校の生徒で組織する東城応
援隊によるボランティアガイドも行われ、訪れた方々は思
い思いのまちなか散策を楽しんでいました。

　西城川、比和川のボランティア清掃が行われ、西城
地域では西城町ふれあいセンター周辺に西城川漁業協
同組合員や地域の方など約 40 人が集まりました。
　参加者は雨が降る中、夢

ゆ め の ば し

乃橋から開
か い め い ば し

明橋までの約３
キロメートルの川沿いを歩きながら、ペットボトルや
空き缶を回収し、砂に埋もれている布やビニール袋な
どを掘り出しながら、丁寧に拾い集めました。ごみ袋
20 袋分以上のごみが回収され、中には突っ張り棒や
キャタピラーなどの大型のものもありました。
　参加者は、「ビニールから鉄くずまでさまざまな種
類のごみを回収できた。きれいになった河川を見てほ
しい」と話していました。

比和自然科学博物館友の会が主催する、鳥の巣箱づ
くり体験が行われ、地域の親子など約20 人が参加しま
した。

参加者は、１枚の板を使って、シジュウカラやスズ
メなどが入ることのできる巣箱を作りました。正確に
サイズを測ってのこぎりで切っていたつもりでも、組
み立ててみると隙間ができていたり、足りない部分が
あったりと苦戦をしていましたが、同会の会員から作
り方やこつを教わりながら、それぞれの巣箱を完成さ
せました。

参加者は、「早くこの巣箱に鳥が巣を作りに来てくれ
るといいな」とうれしそうに話していました。

道の駅たかので「まぁええけぇ酒でも呑んでいきん
祭」が開催されました。庄原のお酒をＰＲしようと、今
回初めて道の駅たかのが企画したものです。

当日は、市内の酒蔵で造られた日本酒、どぶろく特区
で市内農家が製造したどぶろく、高野りんごで造った
シードルやワインなどが試飲販売されました。ドライ
バーは、買ったお酒を帰って飲むのを楽しみにしてい
ました。　

道の駅たかの 根
ね ば

波裕
ゆ う じ

治駅長は「どのお酒にもそれ
ぞれ、歴史と造った方の思いが込められています。今後
も、出荷者でもある酒蔵の皆さんと連携して、庄原のお
酒をＰＲし、販売につなげていきたいですね」と話して
いました。

スポーツで地域交流いざというときを想定し 春の地域を盛り上げるイベント
　自治会対抗ソフトバレーボール大会・3/24　春の防火デー・3.17 　第４回庄原さくらフェスティバル・4/7

　里山総領体育館で、総領節分草スポーツクラブ主催
の自治会対抗ソフトバレーボール大会が開催され、６
チーム50 人が参加しました。この催しは、スポーツを
通じて地域の交流を深めることや、健康・体力づくり
を目的として、毎年開催されています。

大会は、激しいラリーの応酬が続く熱戦が繰り広げ
られ、下領家自治会が見事優勝しました。
　同スポーツクラブの延

の ぶ き よ

清圭
け い す け

祐理事長は「これからも、
スポーツを通じて、地域で交流できるような機会を設
けていきたい」と話していました。

庄原市消防団口和方面隊が春の防火デーに伴い、火
災想定訓練などを実施しました。

まず、消防団員が消防ポンプ積載車でパレードを行
い、火災予防を地域に呼びかけました。その後、口和
町湯木の湯木八幡神社で、火災想定訓練を実施しまし
た。

時折雨や風が強くなり、寒さが厳しい中でしたが、
いざというときのため、消防団員の皆さんは真剣に訓
練に取り組んでいました。

　4 月 7 日、上野総合公園で「庄原さくらフェスティ
バル」が開催されました。
　春の庄原を盛り上げるため、さくらフェスティバル
実行委員会が主催し、今回で４回目となりました。
　会場では、約 60 店の出店が並び、餅まき、ステー
ジで披露される太鼓の演奏や今回が初めてとなるさく
らマラニックなどが行われ、家族連れなどの多くの人
でにぎわいました。
　来場者は「初めてさくらフェスティバルに来たが、
桜がちょうど満開で、出店の種類も豊富でとても良
かった」と楽しそうに話していました。

▲ひな人形や生け花が街道を彩った ▲空き缶など多くのごみが回収された▲協力しながら慎重に作業を進める親子 ▲販売の様子

№6 №2№7 №3

№4 №1

▲ジャンプ一番でブロック ▲出店が並ぶ芝生広場は多くの人でにぎわった

▲さくらマラニックのエイドステーション（休憩所）

▲放水訓練の様子 ▲満開の桜の中をオープンバスで周遊

№5



お知らせInformation

※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 ５月20日㈪・６月３日㈪・17日㈪
９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

育児相談 ６月11日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（ＪＲ備後庄原駅舎内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ６月20日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ６月13日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ６月４日㈫・18日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 ６月13日㈭13時30分～15時30分 西城支所

東城 ６月６日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

口和 ６月６日㈭13時30分～16時 口和自治振興センター

高野 ６月11日㈫13時～15時 高野支所

比和 ６月６日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター

総領 ６月12日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ６月20日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 ６月20日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

口和 ５月23日㈭13時30分～15時30分 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 ６月11日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 ６月６日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 ６月12日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
口和 ５月31日㈮13時～16時 口和保健福祉センター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　総領 ６月14日㈮13時～16時 総領保健福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原
「とんぼ」

６月４日㈫・18日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
６月６日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
５月28日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者　
補装具判定会 聴覚 ６月18日㈫13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

障害者相談員
定 期 相 談 会 比和 ６月４日㈫９時30分～12時 比和ふれあいセンター 身体・知的 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

心の健康相談 ５月21日㈫・６月18日㈫
13時～14時30分

広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

h
e

a
lth

y
 c

o
lu

m
n

※庄原赤十字病院は、広島市民病院を指導施設とする乳がん学会の関連施設で、乳がんの診療に当たり
広島市民病院と密接な連携を取っています。

健康広場

問い合わせ　保健医療課健康推進係　☎ 0824-73-1255

庄原赤十字病院 外科部長

高
た か し ま

嶌  寛
ひ ろ

年
と し

庄原市内で乳がん検診を受けられる施設

庄原赤十字病院
☎（0824）72ｰ3111

庄原市立西城市民病院
☎（0824）82ｰ2611

庄原赤十字病院 外科部長

高
た か し ま

乳がん検診を
受診しましょう

　最近ニュースなどで話題になることが多い乳が
んですが、実際のところ食生活やライフスタイル
の変化に伴って患者数は急増しており、女性のが
ん罹

り

患
かん

率では乳がんが１位です。最近では40歳以
上の女性の10人に１人が乳がんと診断されていま
す。日本で乳がんにかかる人が最も多いのは40代・
50代の女性です。乳がんは進行がんであっても他
のがんと違い抗がん剤がよく効くため死亡率は高
くありませんが、抗がん剤治療を行う場合は患者
の負担はかなり大きいです。特に、働き盛りの40
代・50代の患者が多いので患者の家庭にも多大な
影響を及ぼします。
　乳がんは、痛みや体調の変化などの症状がまず
ありませんし、胃がん大腸がんと違って早期がん
であっても手術だけで治療が終わることはあまり

ありません。早期がんでも抗がん剤が必要になる
場合はかなり多いです。また、乳がんは①小さい
段階からしこりを形成するがん②しこりを形成し
ないがん—があります。①のタイプのがんは自己
検診（自分での触診）である程度は分かるといわ
れています。②のタイプのがんはマンモグラフィー
検査を行わない限り早期発見されません。自己検
診とマンモグラフィー検査を併せて行うことで発
見率が上昇します。乳がんは、胃がんや大腸がん
と同様に検診で早期発見可能ながんですので検診
を受けないのはもったいないです。早期発見につ
なげるために乳がん検診を受診しましょう。さら
に、異常に気付いたら、「こんなことで受診してし
かられないだろうか？」「これくらい大丈夫」など
と考えずに、すぐに受診してください。
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お知らせInformation

広告

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

２
０
１
９　

イ
タ
リ
ア
Ｆ
Ｉ
Ｓ　

ア
ベ
ト
ー
ネ　

ピ
ノ
キ
オ
大
会

（
４
月
５
日
・
６
日
）

●
ス
キ
ー（
回
転
、大
回
転
）女
子

16
歳
以
下
の
部

回
転　

第
30
位

大
回
転　

第
29
位

熊
本　

心
優（
広
島
新
庄
中
３

年
・
比
和
町
）

第
66
回
統
計
グ
ラ
フ　
　
　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル

統
計
検
定
４
級
（
活
動
賞
）

田
組　

未
悠
（
庄
原
小
４
年
）

☎
０
８
２
４
‐
82
‐
２
７
２
７

第
49
回
吾
妻
山
山
開
き

　

夏
登
山
の
安
全
を
祈
願
す
る
神

事
式
を
は
じ
め
、
た
こ
揚
げ
大
会
、

神
楽
、
餅
ま
き
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

に
加
え
、
各
種
バ
ザ
ー
が
開
か
れ

ま
す
。
神
話
と
草
花
・
植
物
の
宝

庫「
吾
妻
山
」
へ
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

と
き　

６
月
２
日
㈰

と
こ
ろ

国
定
公
園
吾
妻
山
・
池
ノ
原

問
い
合
わ
せ

休
暇
村
吾
妻
山
ロ
ッ
ジ

☎
０
８
２
４
‐
85
‐
２
３
３
１

庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
7
３

庄
原
市
成
人
式　
　
　
　
　

実
行
委
員
募
集

　

市
は
８
月
15
日
㈭
10
時
か
ら
庄

原
市
民
会
館
で
開
催
す
る「
庄
原

市
成
人
式
」
の
企
画
・
運
営
を
一

緒
に
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま

す
。
成
人
式
対
象
者
で
、
成
人
式

の
企
画
・
運
営
に
関
心
が
あ
り
、

実
行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
人
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者

世
界
大
会

そ
の
他

国営備北
丘陵公園
だより

「備北花ピクニック」

開園時間／９時30分～17時(入園は16時まで)
休園日／月曜日

備北公園管理センター☎ 0824-72-7000（http://www.bihoku-park.go.jp/）

坂口赤道パフォーマンス

古代たたら鉄づくり体験

【
早
苗
ネ
ネ
（「
じ
ゅ
ん
＆
ネ
ネ
」）

「
和
歌
う
た
・
小
倉
百
人
一
首
」

コ
ン
サ
ー
ト
】

と
き　

５
月
11
日
㈯

13
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

神
楽
殿

【
古
代
た
た
ら
鉄
づ
く
り
体
験
】

　

古
代
か
ら
伝
わ
る
製
鉄
技
法
を

再
現
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
さ
と

や
ま
古
代
た
た
ら
倶
楽
部
の
皆
さ

ん
を
は
じ
め
、
各
地
か
ら
の
参
加

者
と
共
に
真
っ
赤
に
焼
け
た
鉄
の

塊
「
け
ら
」
を
生
み
出
す
一
連
の

工
程
を
行
い
ま
す
。
炉
の
中
に
風

を
送
る
「
ふ
い
ご
体
験
」
を
し
た

り
、
迫
力
の
「
け
ら
出
し
」
を
見

た
り
で
き
ま
す
。　

と
き　

５
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

※
12
日
に
限
り
「
手
押
し
・
足
踏

み
ふ
い
ご
」
の
無
料
体
験
が
で
き

ま
す
。

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

古
代
た
た
ら
工
房

「初夏の花物語」
５月18日㈯～７月12日㈮

５月12日㈰まで

初
夏
の
花
物
語

　

ひ
ば
の
里
を
は
じ
め
園
内
各

所
で
、
ル
ピ
ナ
ス
・
ハ
ナ
シ
ョ

ウ
ブ
・
サ
サ
ユ
リ
・
ア
ジ
サ
イ

な
ど
の
初
夏
の
花
々
が
咲
き
誇

り
、
花
の
開
花
リ
レ
ー
を
楽
し

め
ま
す
。

【
古
代
た
た
ら
鉄
づ
く
り
25
周
年

記
念
行
事
「
鋼
の
謌
を
抱
く
者

た
ち
」
～
は
が
ね
の
う
た
を
い

だ
く
も
の
た
ち
～
書
家
・
詩
人

坂
口
赤
道
作
品
展
】

　

庄
原
市
生
ま
れ
で
、「
書
の
楽

し
さ
と
感
動
」
を
伝
え
る
た
め
、

筆
の
二
刀
流
、
か
ら
く
り
文
字

な
ど
、
多
様
な
創
作
活
動
を
展

開
中
の
書
家
・
詩
人
坂
口
赤
道

が
、
独
自
の
世
界
観
か
ら
生
み

出
す
作
品
展
で
す
。

と
き

５
月
12
日
㈰
ま
で

９
時
30
分
～
17
時　

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里 　

さ
と
や
ま
屋
敷

【
居
合
演
武
】

　

緊
張
感
あ
ふ
れ
る
居
合
の
演
武

公
演
が
楽
し
め
ま
す
。

と
き　

５
月
12
日
㈰

①
11
時　

②
14
時

出
演

山
中
念
流
眞
正
館

広
島
柳
生
新
影
流
柳
新
会

無
雙
神
伝
流
居
合

夢
想
神
伝
流
居
合

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

神
楽
殿

【
田
植
え
体
験
】

　

田
植
え
を
体
験
で
き
ま
す
。
先

着
１
０
０
人
に
「
田
植
え
め
し
（
お

に
ぎ
り
）」の
振
る
舞
い
が
あ
り
ま
す
。

と
き　

５
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

田
ん
ぼ

【
森
の
感
謝
祭
】

　
「
森
の
楽
校
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
が
整
備
し
た
森
で
、
ピ

ザ
づ
く
り
体
験
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
（
有
料
）
を
楽
し
め
ま
す
。

と
き　
６
月
２
日
㈰　

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

い
こ
い
の
森　

南
臨
時
駐
車
場

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
電
話
ま
た

は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ルピナス

催　
　

し

募　
　

集

第
24
回
庄
原
市
小
学
校　
　

陸
上
競
技
記
録
会

　

市
内
19
校
の
小
学
４
～
６
年
生

が
参
加
し
、１
０
０
ｍ
、80
ｍ
ハ
ー

ド
ル
、
走
り
幅
跳
び
、
４
０
０
ｍ

リ
レ
ー
で
自
己
記
録
、
大
会
記
録

に
挑
戦
し
ま
す
。
第
44
回
広
島
県

民
体
育
大
会
の
予
選
会
も
兼
ね
て

い
ま
す
。
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の

参
加
と
、
一
生
懸
命
に
競
技
す
る

選
手
へ
の
声
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

と
き　

６
月
15
日
㈯

９
時
30
分
（
開
会
予
定
）

と
こ
ろ

上
野
総
合
公
園
陸
上
競
技
場

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

比
婆
山
山
開
き

　

古
事
記
の
里
の
夏
を
告
げ
る
比

婆
山
山
開
き
で
す
。
夏
登
山
の
安

全
祈
願
祭
や
登
山
ツ
ア
ー
、
西
城

川
太
鼓
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
会
場

で
は
特
産
品
の
販
売
や
比
婆
牛
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
楽
し
め
ま
す
。

と
き　

５
月
26
日
㈰　

10
時
～

と
こ
ろ　

ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森

問
い
合
わ
せ

西
城
町
観
光
協
会

自衛官募集　～平和を仕事にする～
募集項目 応募資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生 男子 18 歳以上 33 歳未満 随時 受付時にお知らせします

　詳しくは自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、三次地域事務所にお問い合わせください。
　問い合わせ　自衛隊広島地方協力本部三次地域事務所　☎０８２４－６２－０３５０

広島地本 検索

自動車税に関する問い合わせ
　広島県北部県税事務所
　☎ 0824-63-5181（内線 3133・3134・3135）

　納税は、金融機関、コンビニのほか、
口座振替、電子納付、インターネットを利
用したクレジット納付が利用できます。
　詳しくは広島県ホームページ「県税の
ページ（自動車税）」をご覧ください。

自動車税は　　月 　  日までに納めましょう５ 31

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
12

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
庄

原
市
出
身
の
人

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
４

メ
ー
ル　

syogai-syakai@
city.

shobara.lg.jp
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お知らせInformation

　現在では、食糧不足だった戦後から食環境が大きく変わ
り、たくさんの食品から何が自分に必要なのかを選び、考
えて食べることが求められています。そのような背景から
学校給食も「学校で食べるお昼ごはん」としてではなく、「生
きた教材」として日々の食生活のお手本となるよう考えら
れています。

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

５月・６月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　※内科・中学生以上のみ診療
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶金藤理絵さんの庄原市スポーツ大使委嘱式とトー
クショーでは、たくさんの人が見守る中、木山耕三市
長から委嘱状が手渡されました。その姿を写真にお
さめながら、庄原市出身のオリンピック金メダリスト
の存在が、庄原市の子どもたちに、ありきたりの表現
ですが、夢と希望をあたえてくれる…などと考えて
いました。「努力をすれば、庄原市からだってオリン
ピックの金メダリストになれるんだ」と。私たちが想
像を絶する練習をこなしてこられた上での結果だと
思いますが、これからの子どもたちにも、「金メダリス
ト」や「プロ選手」目指して頑張ってほしいですね。

５～６月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
　と　き　５月27日㈪ ①９時～12時②13時～16時
▶展示・販売＆イベント
○華道連盟　作品展
　と　き　５月17日㈮～19日㈰　　
○自然を見つめる会　細密画展
　と　き　５月25日㈯～31日㈮
○愛鳥週間ポスター展
　と　き　６月３日㈪～21日㈮

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
ちくちくはうす玉手箱
とき　６月８日㈯～10日㈪
　　　10時～16時（10日は15時まで）
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工林業課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。
実施日 会　場 受付時間

6月19日㈬

広島県立
農業技術大学校 10時～12時

広島県庄原庁舎 14時～15時30分

５月26日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
６月２日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255

９日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
16日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成31年３月末現在

♬ ロビーコンサート （第 100 回）  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問教育総務課 ☎ 0824-73-1186

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３５，２４１人（前年比－６６９人）　
男　　１６，７５１人（前年比－２８５人）　
女　　１８，４９０人（前年比－３８４人）
世帯数　１５，５２０世帯（前年比－１３０世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３９６人（前年比＋２２人）

と　き　５月 27 日㈪　12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　あんさんぶる七

なな

のおと
菅
すが

敬
け い こ

子（フルート）、古
ふ る ど い

土井宏
ひ ろ こ

子（オーボエ）、山
やまもと

本
香
か お り

織（コントラバス）、村
むらかみ

上敬
け い こ

子（キーボード）
演奏予定曲目　ハナミズキ、川の流れのように　ほか
【あんさんぶる七

なな

のおと】
　エリザベト音楽大学時代の親友を病気で亡くした
ことをきっかけに、同級生４人で演奏活動を開始。
イベント、緩和ケア病棟、チャリティーコンサート
などでさまざまなジャンルの音楽を紡ぎ、「優しい
時間」をお届けしています。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

学校給食が始まって
本 年 で130 年 で す！

西城学校給食共同調理場の献立

ヒバゴンのすむ山菜みそ汁

比和自然科学博物館   ☎ 0824-85-3005

開館：９時～17時　（年末年始休館）

　「あっ危ない！」４月の終わりから６月
ごろにかけて道路をせわしなく横切る
毛虫がいます。これが今回の主役シロ
ヒトリです。毛虫の全長は６センチほど
の大型で、全身に黒から濃い褐色の長
い毛が密に生え体表が見えない程で、
これぞ毛虫の中の毛虫といっても良いように思われます。
　シロヒトリの幼虫は地上を移動することが非常に多く、スイバ・
イタドリ・タンポポ・オオバコなどの食草を求めて数百メートルも
移動します。それが可能なのは移動速度がガの幼虫の中では一
番速いからです。車道があってもお構いなしなので、その時多く
の命が失われてしまいます。
　シロヒトリは幼虫で越冬し、４月ごろから各種の雑草を食べて
成長し、成熟した幼虫は６月ごろから草の根元などに隠れ体を丸
めて休眠状態となります。７月ごろに葉や土粒などをつづり合わ
せて荒い繭を作り、その中で蛹

さなぎ

になり、７月～８月ごろ成虫にな
ります。
　成虫は、幼虫とは似ても似つかぬ姿です。全翅

しちょう

長は 3.5 センチ
程度、翅

はね

は真っ白で腹部は白地に黒や赤の斑紋があり、脚部は真っ
赤でとてもきれいなガです。
　シロヒトリはヒトリガ科の昆虫です。ここでいう「ヒトリ」は「一人」
の意味ではありません。ガ全般にいえることですが、夜明かりや
炎に集まってきます。ヒトリガの仲間は特によく集まってきて、ロ
ウソクなどの火に飛び込んで火を消してしまうことから「火取りガ」
と呼ばれたのです。さらに炎に飛び込んで死んでしまうこともあ
ることから「飛んで火に入る夏の虫」という言葉も生まれました。

　毛虫を気味悪がったり刺されるので
はと心配する人がいますが、刺したりか
ぶれたりする毛虫は全毛虫の２パーセ
ント程度といわれており、もちろんシロ
ヒトリの幼虫は刺すことはありません。
身近な昆虫と触れ合うため手に乗せて

みてはいかがですか？
　４月から常設展「広島県の昆虫」のチョウのコーナーをリニューアルし、
これまで県内で生息記録のある132 種を展示しています。さらにヤマ
マユの仲間と美しいガのコーナーも設け、シロヒトリも展示しています。

シロヒトリは
「飛んで火に入る夏の虫」

チョウの生態シリーズ（６）

学
校
給
食
の
歴
史

明治22年
（1889年）

　山形県の小学校で、弁当を持ってくる
ことができない子どもたちのために学校
で調理した食事を出したのが始まりです。
　当時の給食は、おにぎり・焼き魚・漬物
などでした。

昭和７年
（1932年）

　学校に弁当を持ってくることができな
い子どもや、体の弱い子を救うために、全
国各地で国からの補助による給食が始め
られました。

昭和21年
（1946年）
12月24日

　戦争が終わり、外国から送られてきた
脱脂粉乳や缶詰を使って、給食が作られ
ました。
　この日が戦後の学校給食開始の記念日
となりましたが、冬休みになるため１カ
月後の１月 24日が学校給食記念日となり
ました。

昭和23年
（1948年）

　庄原市内（庄原地域）では、寒い冬の間
だけ味噌汁給食が始まりました。

昭和29年
（1954年）

　学校給食法が公布されました。
　当時の代表的な献立としては、コッペ
パン・ミルク（脱脂粉乳）・鯨肉の竜田揚げ
などが挙げられます。

昭和39年
（1965年）

　学校給食への牛乳の本格供給が始まり
ました。

昭和51年
（1976年）

　学校給食に米飯が正式に導入されまし
た。

「第 12回全国学校給食甲子園～地場産
物を活かした我が校の自慢料理～」の
中国・四国ブロック 24代表に選ばれた
献立です。

主食：イザナミ米ごはん
牛乳
主菜：幻の魚こぎのから
揚げ
副菜：寒じめほうれん草
の白和え
汁：ヒバゴンのすむ山菜
みそ汁
その他：西城産りんご
※この献立の地産地消率
は、西城町産のものだけ
でも５割あります。

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く）]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間☎相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と　き　６月９日（日）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

６月
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　 庄原の食材を扱うお店を応援します！

『庄原市地産地消推進店』に登録しませんか？　市は随時、地産地消推進店を募集しています。
詳しくは、保健医療課健康推進係（☎ 0824-73-1255）まで。

※繁忙期など無料とならない日もあります。詳しくはホームページ（https://www.shobara-furari.jp/）をご覧ください。

　国兼池が一望できる素晴らしい景色を眺めながら、ゆったりとくつろいで
中華料理を味わえるレストランと、地域の魅力的な物産品を取り扱う売店
が、この春リニューアルオープンしました。地域の産品を通じ、庄原市の魅力
を発信していきます。多くの方々のご利用をお待ちしています。

● 問い合わせ／備北丘陵公園北エリア運営協議会（事務局：観光振興課観光振興係 ☎0824-73-1179）

名 称

営業時間

休 業 日

提供品目

連 絡 先

名 称

営業時間

休 業 日

提供品目

連 絡 先

レストランふらり
11時～16時
毎週 月・火曜日
中華を中心としたメニュー
0824ｰ74ｰ6884

売店 はなちゃん
９時30分～閉園時刻
丘陵公園の休園日と同じ
庄原産の野菜・特産品・パンなど
0824ｰ72ｰ7211

売店・レストランのリニューアルオープン!!

スナックテラスＰＯＮＹ

所　庄原市西本町二丁目 19 ｰ 1
☎　０８２４－７２－４３８５
営　火曜日以外　９時30分～20時
休　定休日　火曜日
 P　ジョイフル駐車場

取 り 扱 う
市内産食材

皆さんへ一言
　お好み焼き専門店と思われがちですが、ラーメンやアイスクリームなど、色々楽しん

でもらえるメニューをそろえています。「おいしく早く」をモットーに地元産の食材を使

いながら、ファストフード店として皆さんにお引き立ていただいています。

　野菜は、地元の生産者と契約し、おいしく新鮮なものを仕入れています。創業40年続く味、地元

の野菜をたっぷり使った熱々のお好み焼きです。３種類のソースを使ってお召し上がりください。

キャベツ・ねぎ・米

● 地産地消店舗として

スナックテラスＰＯＮＹ

庄原赤十字
病院

ウォンツ

田園文化センター

432
庄原税務署

ローソン

協同組合
庄原ショッピングセンター
ジョイフル内  1F

登録
第2号店

〒
727-8501　
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